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【第６回】文型・日本語文の構造                     第三版  2019年 10月 TIFA 土曜教室 

 

日本語の文型は述語に注目して３つの文型に分類されていると説明しましたが、さらに日本語文は 

述語を中心にいくつかの成分で構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

名詞＋助詞を成分と見て、それらが述語を修飾していると捉えます。  

述語を修飾する場合の助詞のことを格助詞といいます。日本語文法における格助詞はすべて述語との関

連をもっているということです。（この点が学校文法と少し違います） 

 

助詞を含む様々な品詞については前段で学校文法との比較で説明しました。ここでは述語として最も 

複雑な内容を含んでいる動詞文の動詞について、ヴォイス、テンス、アスペクトという切り口と、話し

手の気持ちを表しているムードという概念について簡単に説明します。 

 

 

 

日本語文法の参考書を見ると、ヴォイス、テンス、アスペクト、ムードという切り口で説明されている

ことが多いです。 
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１） ヴォイス（態） 

＊能動態と受動態 

ヴォイスというのは、文章中の動作（動詞）を誰の立場から表現するかということです。 

誰かが誰かに何かをするという表現や誰かが何かをされる、という表現がヴォイスの範疇で説明されま

す。 

 

英語では自動詞の受動文は原則的にあり得ません。なぜなら他動詞文は S＋V＋O の構造なので、 

目的語 O を主語にすることで受動文が出来ますが、自動詞文はＳ＋Ｖの構造で目的語 O がない 

から受動文が出来ないのです。   

 

これに対し日本語の世界では、何らかの外的影響を受けた場合にそれを受身文で表現することが多い 

のです。 主にマイナスの影響を受けた時、「雨に降られた」とか「子供に泣かれた」「妻に死なれた」

のように自動詞でも受け身表現をします。それを「迷惑の受身文」と言います。 

マイナスでない影響の時も「二人は風に吹かれていた」というような表現があります。 

 

このような「自動詞の受身文」や、「間接受身文」、「持ち主の受身文」など英語には無い表現形態がある

ので、 外国人には理解しにくい点となっています。日本語独特の表現として理解してもらうしかあり

ません。 

 

参考： 

①  「妻に死なれた」は My wife died on me.  または I lost my wife. 

on は「迷惑の on」と言われ、困ったというニュアンスが出る。  

②  英語でも例外的に自動詞で受動文あり（laugh は自動詞。laugh at で他動詞の役割） 

     They laughed at her. → She was laughed at by them. 

以 上 


